
 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「卒業を迎えて～自ら行動し自分に誠実に～」 

北海道今金高等養護学校長 髙 嶋 利次郎  

 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 皆さんは、今金高等養護学校での３年間、晴れの日も雨の日も風雪のひどい日も、毎日学

校に通い、努力しました。初めて体験する寄宿舎生活や高校生活を送ることになった３年前

の皆さんは、様々な不安や期待に満ちあふれていたと思います。そのような気持ちが揺れ動

いたり、わくわくしたり、本当に大変だなあと思ったときにも、皆さんは精一杯の努力を重

ねて今日を迎えました。 

 皆さんの様子を見ると、社会に出る直前の生徒らしく、立派にりりしくなったことを感じ

ます。皆さんが今日卒業できるのは、保護者の方々、現場実習でお世話になった方々、今金

の地域の方々の手助けのお陰です。皆さんが先生方も含め、周りの方々からいただいた励ま

しや叱咤激励、そして様々な手助けや導きは、すべてが皆さんを温かく包み込み、支え、育

ててくれました。 

 本当に心より深い感謝の気持ちを感じていることと思います。 

 卒業を迎える皆さんに、本校の校訓である「自ら行動し最後まで努力する人」という言葉

を贈りたいと思います。「自ら行動し」は、自主的・自発的に行動するということ。それは

人に言われてから行動するのではなく、周りをよく見て何をすべきかを考え、判断に迷うと

きにはそれをやってよいか確認し、取り組むことです。そして、「何かうまくいかないとき

に、他の人のせいにしない。」ということです。 

 行ったことは自分の責任です。だから、何をすべきかを真剣に考える必要があります。そ

して、一人でできなければ、他の人に協力してもらうのです。 

 社会に出て良い仕事をするには、自分の仕事や言動、生活に責任をもつことが大切です。

自分の役割に気付き、一生懸命その役割を果たすことです。皆さんはそのための長い学習を

積み重ねてきました。校訓にある「自ら行動し最後まで努力する人」になれたと思います。 

 そして、「誠実」という言葉を贈りたいと思います。誠実とは、「言うことと行うことが

一致している。」という意味です。「自分が言葉にしたことは必ずそのとおりにやり遂げ

る。」ということです。一生懸命やってもできないときがあっても、あきらめずに誠実に努

力し続けることが大切です。 

 自ら行動し自分に誠実に生きていけば、皆さんとその周りの人は心豊かな毎日を送ること

ができるようになると思います。どのようなときにも、一歩一歩、自ら行動し自分に誠実に

生きていって、自分自身と周りの人が大切にされる社会を創り上げていくよう、願っていま
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す。 

保護者の皆様、お子様の御卒業、心よりお祝い申し上げます。 

 ３年間、遠い地にお子様を通わせることの大変さと心細さを感じられたことと思います。

お子様達は、様々なドラマと努力を仲間と共に積み重ね、実に立派な青年の男性・女性に成

長しました。これからは、一人の社会人として見守り、必要に応じて手助けをしていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

   最後になりましたが、今金高等養護学校の生徒の教育と就労に関わる様々な課題につい

て、地域を挙げて支援してくださる今金町の皆様に、心より感謝申し上げます。 

 来年度も今金町の学校として教育活動の一層の充実を図ると共に、地域との協働・地域貢

献を推進して参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２５日（月）～２９日（金）の５日間、学

校給食週間がありました。学校給食週間では、給

食や食について興味や関心を高める機会として設

定されています。 

この期間では、学校給食の歴史を振り返ること

や給食アンケートの集計などの掲示物の展示、毎

日出題される給食クイズを実施しました。給食は

特別献立となり、食文化を知る献立や北海道の郷

土料理などが出され、いつもより楽しい時間とな

ります。給食クイズでは、１番ポイントが高かっ

たクラスに給食の献立１品をリクエストする権利

が与えられるので大変好評です。今後、どのよう

なメニューが出てくるのか楽しみです。 

２月１４日（日）に第３５回北海道冬季障害者スポーツ大

会が和寒町で行われました。今回は、本校から３名の生徒が

代表として参加してきました。距離競技（クラシカル走法）

３㎞の部に２名、１㎞の部に１名が出場し、全員が２位とい

う好成績を修めてきました。 

今年は積雪量が尐なく思うように練習できなかったこと、

また当日は雨という悪天候でしたが、それぞれの力を発揮し

てきました。来年度は、今金町での開催となります。開催に

当たりまして町民の皆様に御支援・御協力していただくこと

があると思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

玄関ホールでの展示 

食文化を知る献立 

  ～小正月～ 

北海道の郷土料理 

～根室エスカロップ～ 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２１日（日）にピリカふれあい歩くスキー大

会が行われました。今年は８㎞コースに１２名、５

㎞コースに１０名、３㎞コースに１０名の合計３２

名の生徒が参加してきました。今年は積雪量が尐な

くコースの変更があり、尐し戸惑いも見られました

が、体育の授業で練習した成果を発揮しようと一人

一人が一生懸命取り組みました。その結果、高校生

男子の部、女子の部共に本校の生徒が入賞しまし

た。 

また、普段の授業では学べないこともできまし

た。先にゴールした生徒が競技をしている仲間へ声

援を送って励ますことができたり、地域の方々との

関わりを持ったりしたことがよい経験となりまし

た。当日は天候の変化があり、汗をかいた体はすぐ

に冷えてしまったのですが、町民の皆様が大会を開

催するために準備していただいた温かい飲み物や今

金汁は体に染みわたり、とても美味しくいただきま

した。ありがとうございました。 

２月２４日（水）に後期生徒総会がありました。

今回の生徒総会では、生徒会執行部や各委員会、各

部活動から年間活動報告と予算中間報告をしまし

た。生徒会活動では、学校生活がより充実になるよ

うに工夫をしながら活動していました。改善できる

ところは、各クラスの質疑を参考に生徒同士で考え

ながら今後の活動に生かしていきます。部活動で

は、先輩・後輩関係を意識した挨拶や礼儀、運動部

ではルールの遵守、文化部では技術の向上に力を入

れて取り組んでいました。３月には３年生が卒業

し、４月からは新入生を迎えます。これから活発な

生徒の活動が増えることを期待しています。 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 付 予 定 

４日（金） 

第１７回卒業証書授与式 

 ※時 間 １０：００～１１：２０ 

 ※会 場 本校の体育館 

１１日（金） 

～２４日（木） 
１、２学年保護者懇談週間 

１７日（木） 

２学年販売実習 

 ※販売時間 １０：３０～１２：３０ 

※会 場 総合体育館、今金町役場 

 今年は今金町役場での開催となりますので、お間違

いないようにお願いします。 

たくさんの御来場お待ちしております。 

２４日（木） 修了式、離任式、ＰＴＡ役員会 

２５日（金） 

 ～４月７日（木） 
学年末・学年始休業日 

 

２月２６日（金）に卒業生を送る会がありまし

た。会場は、在校生と卒業生の交流がもてるような

座席にし、生徒会執行部の進行で行われました。 

生活単元学習の中で、各学年のそれぞれの思いを

自分達で作りあげて発表をしました。在校生は、卒

業生へ感謝の気持ちと社会人として頑張ってほしい

と応援する気持ちを伝えました。卒業生は、３年間

の経験を通して、苦しいことや辛いことから逃げ出

さずに向き合うと自分で決めた就労につながるこ

と、大切な仲間や友人ができることを伝えました。

生徒会執行部からは、卒業生一人一人に宛てた映像

付きでメッセージを披露しました。 

卒業する寂しさから涙を流す生徒もいましたが、

最後は在校生でアーチを作り笑顔で卒業 生を見送

り、全校生徒で卒業を祝福した会となりました。 


